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要 旨 一般財団法人公正研究推進協会（APRIN, Association for the Promotion of Research 
Integrity）は，わが国の研究者，その途上の者，そして研究支援の立場の者への研究倫

理関連教材や勉強会の提供，そして研究機関の規範作りなどへのコンサルテーションを通じて科学
の発展にともなうグローバルな研究倫理を啓発し，研究機関および各種学術団体の研究活動を積極
的に支援することを目的として，わが国の生命医科学系・理工系・文系など学術研究を代表する研
究者達によって2016年に設立された．国立病院機構九州医療センター（当院）では数年来，同
APRIN提供研究倫理教育ｅラーニング（APRIN e-learning program 以下 eAPRIN）受講率100％を
維持できている．その取り組みを2023年10月広島にて開催された第77回国立病院総合医学会シンポジ
ウム14「臨床研究を活性化するための方策」において「eAPRIN 受講率向上の方策」として発表した．

当院における 4 月の職員への eAPRIN 受講周知から始まる各月の臨床研究センター業務と，
eAPRIN 受講の背景における院内の臨床研究活性化に向けた工夫を報告する．

キーワード　eAPRIN，受講率向上，臨床研究活性化

は じ め に

　eAPRINは，「研究者育成の為の行動規範教育の標
準化と教育システムの全国展開」を目的に作成され
た教育プログラムであり，臨床研究に携わる際にそ
の受講は必須である．しかし，日々の多忙な診療の
中で，すべての臨床研究に携わる者の受講は困難を
極める．国立病院機構九州医療センター（当院）で
はさまざまな時期における臨床研究センターからの
働きかけで数年来，受講率100％を維持できており，
今回その取り組みを紹介する．

　また，eAPRIN 受講を訴えるだけでなく，院内の
臨床研究への気運を高め，職員に受講の必要性を自
ずと理解してもらえるようなさまざまなイベントを
企画してきた．
　今回，これらの当臨床研究センターの奮闘を披露
する．

当院での eAPRIN 受講　年間スケジュール

1 ． 4 月
　まず 4 月の新採用者・新任医師オリエンテーショ

総合医学会報告

2023年シンポジウム : 臨床研究を活性化するための方策

臨床研究活性化の試み
−eAPRIN受講率向上の方策−

髙 見 裕 子†

IRYO　Vol．78　No. 5 （296－300）2024

国立病院機構九州医療センター　臨床研究センター　†医師
著者連絡先：髙見裕子　国立病院機構九州医療センター　臨床研究センター
〒810–8563　福岡県福岡市中央区地行浜 1 – 8 – 1
e-mail：takami.yuko.px@mail.hosp.go.jp

（2024年 3 月27日受付　2024年 8 月 2 日受理）
Strategies to Improve the eAPRIN Attendance Rate
Yuko Takami　NHO Kyushu Medical Center

（Received Mar. 27, 2024, Accepted Aug. 2, 2024）
Key Words：eAPRIN,  improvement of attendance rates,  clinical research activation

★頁頭の所属などは以下の順
【和文】�所属，役職　†看護師とか 

著者連絡先 
メール 

（論文受理年月日）
【欧文】�論文タイトル 

執筆者名　所属，役職 
著者連絡先←未記入はツメて構わない 

（論文受理年月日） 
keyword（keyword の部分のみリュウミン
B（Bold）に）区切りのカンマ広めで 
とりあえず Key Words の方がいいのか？

第77回国立病院総合医学会
2023年10月23日　於　大阪

医療78_5_念校20241203.indb   296医療78_5_念校20241203.indb   296 2024/12/03   8:242024/12/03   8:24



IRYO　Vol．78　No．5 ─ 297 ─

2023年シンポジウム　臨床研究を活性化するための方策

ンにおいて，臨床研究センターの周知，そして職員
へのeAPRIN受講周知が行われる．NHOは実臨床の
みならず，臨床研究でも功績をあげ，社会に貢献す
る施設であることを紹介する．とくに，140ある国
立病院機構の施設のうち，臨床研究センターをいた
だく施設は10施設に限られること，センターを維持
するためには活発な臨床研究が必要であることを提
示する．これにより，当院就業の早い時期から，
NHO 職員であるかぎり，臨床研究もその使命のひ
とつであることを理解してもらうようにしている．
　その臨床研究において，ガイドラインの遵守は
必須であり，研究責任者および共同研究者の教育・
研修と臨床研究実施のための要件確認のうえで，
eAPRIN 受講があることを紹介する．院内のすべて
の医師およびメディカルスタッフに受講必須である
ことを説明し，近日中に新規受講・継続受講の申込
み案内を予定していることを周知する．
　これと並行して，事務方の協力のもと，人事異動
にともなう受講メンバーのとりまとめを行う．また
院内各部門職場長にも昨年度の受講リストを配布

し，職員異動にともなう情報修正による受講者リス
ト更新を依頼する．外部委員については，臨床試験
支援センターにて管理されており，リスト作成を依
頼する．

2 ． 5 月
　 5 月に各部門の受講対象者に漏れがないことを確
認したのち，機構本部へ eAPRIN 受講第一期募集登
録票を提出する．約 2 週間後，本部から登録票をも
とに，eAPRIN 受講のための新規アカウントが作成
され，返信される．

3 ． 6 月
　 6 月，機構本部からの返信があり次第，臨床研究
センターで各部門に名簿を振り分けて，受講周知の
メール配信を行う．これと並行して， 6 月から，月
1 回の院内科長・医長会議，および管理診療会議で
受講を促す（図 1 ）．
　また eAPRIN 受講に先んじて，誓約書提出のお願
いも同時に行う．令和 3 年 4 月にガイドラインが改

受講が開始となりました
皆様の受講をお願いいたします

【受講コース】
●研究者（新規登録）の方→「研究者コースver2.0」
●継続の方→「継続コース_2023」
●倫理審査委員→上記いずれかのコース＋「倫理審査委員コースver2.0」
●治験責任医師・治験分担医師→「GCP/治験対象コース_2023」

治験実施中の診療科で、今年度新任の先生方のみ

受講の期限：2023年9月29日（金）

臨臨床床研研究究セセンンタターー

eAPRIN受講のお願い

機構本部から与えられている
初回ログイン時の

パスワードを変更された場合
パスワードの管理はご自身で

お願い致します

図 1 　 6 月の院内科長・医長会議でのスライド
eAPRIN 受講を呼びかける．

医療78_5_念校20241203.indb   297医療78_5_念校20241203.indb   297 2024/12/03   8:242024/12/03   8:24



─ 298 ─ Oct．2024

正され，コンプライアンス教育受講の機会に「誓約
書」の提出を求められている．公的研究費の不正使
用や研究上の不正行為の防止に対する取り組みとし
て，「誓約書」の提出もお願いする．
　なお，2023年度のeAPRIN受講内容（受講コース）
は以下のとおりであった．
【受講コース】
●�研究者（新規登録）の方→「研究者コース ver2.0」
●�継続の方→「継続コース_2023」
●�倫理審査委員→上記いずれかのコース＋「倫理審

査委員コースver2.0」
●�治験責任医師・治験分担医師（治験実施中の診療

科で，今年度新任の先生方のみ）→「GCP/治験対
象コース_2023」

4 ． 7 月・ 8 月
　月 1 回の院内科長・医長会議，および管理診療会
議で繰り返し受講を促す．このときに誓約書提出
率・eAPRIN 受講率順に各科・各部門をグラフにて
提示する．あわせて，各科ごとに科長・医長・職場
部門長にeAPRIN未受講者リストをメールにてお知
らせする．

5 ． 9 月・10月
　院内科長・医長会議，管理診療会議にてさらに
繰り返し受講を促す．このときも誓約書提出率・
eAPRIN 受講率順に各科・各部門をグラフにて提示
する（図 2 ）．また最終的には未受講者に臨床研究
センター秘書から直接電話にて受講を依頼する．
　10月は eAPRIN 受講状況の最終チェックを行い，
未受講者および診療科長への催促メールと臨床研究
センター秘書からの再度の電話にて受講を依頼す
る．
　 こ の 繰 り 返 し の 地 道 な 活 動 に よ り， 毎 年 度 

eAPRIN 受講率100％を達成している．実臨床で多
忙な医師およびメディカルスタッフに受講の必要
性，受講方法，受講項目を丁寧に提示かつ頻回な声
掛けが必要であるが，今後も毎年の受講率100％を
目指したい．

院内の臨床研究啓発・広報

　eAPRIN 受講率向上のためには，まず職員への実
臨床のみならず，臨床研究も重要であることの意識
づけが重要であると考えている．このため当院では，
毎月の院内科長・医長会議，医局会，管理診療会議

図 2 　 9 月の管理診療会議でのスライド
eAPRIN 受講率順に各科をグラフにて提示している．

医師 8月31日現在受講率48.0％ 誓約書提出率91.2％

臨臨床床研研究究セセンンタターー

受講状況

9月末に異動予定のある先生は必ず異動前に受講してください
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医師 8月31日現在受講率48.0％ 誓約書提出率91.2％

臨臨床床研研究究セセンンタターー

受講状況

9月末に異動予定のある先生は必ず異動前に受講してください
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において臨床研究センター長から臨床研究広報を
行っている．
　また，当院では院内の臨床研究啓発のために以下
の様な企画を行っている．
1 ．臨床研究発表会
　当院では毎年，前年度の院内臨床研究報告を抄録
として集め，その中から臨床研究センターを構成す
る部長・室長・副室長の査読・投票により最優秀 5
課題を選考して，院内の発表会を開催している．発
表会で最優秀賞・優秀賞をさらに評価選考し，筆頭
演者には報奨として，希望文具が授与される．
　なお，2023年度は初期研修の時期からの早めの臨
床研究への萌芽の植え付けを目的に院内臨床研究報

告（抄録）を初期研修医にも配布し，TOP 3 課題
の予想投票を行った．

2 ．夏休み・冬休み論文キャンペーン
　当院では毎年 7 月～ 9 月は夏休み論文キャンペー
ン・12月～ 1 月は冬休み論文キャンペーンと称し
て，論文執筆・投稿Accept報奨キャンペーンを開催
している．執筆投稿の時点で 1 ポイント，英文につ
いてはAcceptの時点でさらに 1 ポイントの報奨とし
て，希望文具が授与される．

3 ．「RESEARCH」の発行
　当院では院内の臨床研究活動を周知するために季

図 3 　季刊誌「RESEARCH」
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刊誌 RESEARCH を年に 4 回発行している．この季
刊誌において，各時期に学会活動にて活躍したある
いは受賞した職員からの報告や海外学会報告，さら
に症例の診療に関与した臨床医と病理解剖に関与し
た病理医を中心として，剖検例の肉眼的，顕微鏡的
病理所見と臨床所見との関連について双方の立場か
ら意見交換をし，詳細な病態および死因の解明に向
けて検討を行うCPC（Clinico-pathological conference）
報告などが掲載される（図 3 ）．各部門に配布され，
読者に院内の臨床研究の気運を感じてもらっている．

4 ．勉強会
　不定期ながら院内では臨床研究における勉強会を
開催している．2023年は「研究費獲得サポート勉強
会」と銘打ち，「臨床研究センターの新展開− エク
ソソームと質量分析 −」「研究費の種類とその獲得
方法」を各講師から講演いただいた．
　令和 6 年度も，最近さらに獲得が厳しくなった「公
的・民間助成金」応募の促進について勉強会を企画
したいと考えている．

結　　　語

　当院の eAPRIN 受講100％達成にむけたさまざま

な工夫を報告した．が，働きかけ以上に院内の臨床
研究への職員の理解と協力がもっとも必要と思われ
る．実臨床で多忙な医師およびメディカルスタッフ
への地道なサポートと臨床研究活動の周知・広報は
不可欠と考える．これらの活動は，今後の働き方改
革の中で，各職員がいかに臨床研究へも時間配分を
するのか，個々人の「学習と成長」に向けた精神を
育むうえでさらに重要になってくるものと思われ
る．そのことも胸にとどめつつ，今後も eAPRIN 

受講率100％を目指して，臨床研究センターとして
の取り組みに尽くしたい．
　さいごにこのような投稿の機会を与えていただい
たことおよび，eAPRIN 受講率向上のための働きか
けに尽力いただいた院内のスタッフ，嘉悦夏美さん・
田中千重子さん・神谷由紀子さん・中島美子さんに
深謝する．

〈本論文は第77回国立病院総合医学会シンポジウム
「ひと目で分かる NHO による臨床研究の最新成果」
において「eAPRIN 受講率向上の方策」として発表
した内容に加筆したものである．〉

利益相反自己申告：申告すべきものなし
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